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第
40
回
国
民
文
化
祭
が
、
９
月
14
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
78
日
間
に
わ
た
り
、
長
崎
県
内
各
地
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
は
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
な
ど
の
各
関
連
分
野
に
お
け
る
施
策
と
有
機
的
に
連
携
し
つ
つ
、

地
域
の
文
化
資
源
等
の
特
色
を
生
か
し
た
「
文
化
の
祭
典
」
で
す
。
ま
た
、
各
種
の
文
化
活
動
を
全
国
規
模
で
発
表
、
共
演
、
交
流
す
る
場
を

設
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
価
値
を
文
化
の
継
承
、
発
展
及
び
創
造
に
活
用
し
、
文
化
芸
術
の
一
層
の

振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
61
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
以
来
、
今
回
で
40
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

長
崎
県
は
、
古
く
か
ら
日
本
の
海
外
交
流
の
窓
口
と
し
て
、
先
進
の
文
化
と
技
術
を
受
け
入
れ
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。
西
洋
と
東
洋
が
融
合
し
た
独
自
の
文
化
的
景
観
や
食
文
化
、
伝
統
芸
能
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
長
崎
の
物
語
性
を
今
日
に
伝

え
て
い
ま
す
。
近
年
、
長
崎
の
歴
史
を
象
徴
す
る
遺
産
群
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
価
値
あ
る
文
化
遺
産
を
将
来
に
わ
た
り
継
承
す
る
取
組

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
は
被
爆
80
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
本
大
会
で
も
文
化
芸
術
を
通
し
て
平
和
へ
の
願
い
を
継

承
す
る
事
業
が
数
多
く
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
に
参
加
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
長
い
交
流
の
歴
史
が
培
っ
た
長
崎
県
固
有
の
文
化
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
、
本
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
「
文
化
を
み
ん
な
に
」
の
と
お
り
、
異
な
る
文
化
や
国
籍
、
価
値
観
を
も
つ
人
た
ち
が
一
緒
に
文
化
芸
術
を
楽
し
み
、
交
流
を

通
じ
て
生
ま
れ
た
文
化
の
魅
力
と
平
和
へ
の
願
い
を
長
崎
か
ら
国
内
外
に
発
信
す
る
大
会
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
大
会
は
、「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５
」
と
し
て
、第
25
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
と
一
体
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
の
有
無
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
交
流
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
芸
術
文
化
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
寄

与
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
も
、
活
力
あ
る
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
第
２
期
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
日
本
遺
産
等
の
地
域
の
文

化
資
源
を
通
じ
た
文
化
観
光
の
推
進
と
地
域
文
化
の
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
文
化
芸
術
と
経
済
の
好
循
環
」
を
加
速
し
、
文
化
芸
術
立

国
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

結
び
に
、
開
催
に
当
た
り
格
別
の
御
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
長
崎
県
、
開
催
市
町
、
文
化
団
体
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
あ
い
さ
つ
は
令
和
７
年
９
月
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

ご
あ
い
さ
つ

文
部
科
学
大
臣　

あ
べ　

俊
子
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「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５
」
の
開
催
に
当
た
り
、
主
催
者
の
一
人
と
し
て
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
崎
県
で
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、
平
成
19
年
度
に
次
い
で
２
度
目
で
あ
り
、
さ
ら
に
今
回
は
、「
第
40
回
国
民

文
化
祭
」
及
び
「
第
25
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
」
を
一
体
的
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
が
芸
術
文
化
活
動
を
通
じ
て
自
己
を
表
現
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
民

の
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
・
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、「
文
化
を
み
ん
な
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
様
々
な
心
身
の
特
性
や
考
え
方
を
持
つ
す
べ
て
の
方
が
、「
み
ん
な
」

で
楽
し
め
る
よ
う
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
情
緒
溢
れ
、
平
和
を
発
信
し
続
け
る
長
崎
県
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
文
化
・
芸
術
の
祭
典
で
す
。
障

害
の
あ
る
方
々
が
手
が
け
た
作
品
を
展
示
す
る
作
品
展
や
、
平
和
及
び
ア
ー
ト
と
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
共
に

参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
詩
や
音
楽
を
披
露
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
舞
台
公
演
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
作
品
に
「
み
ん
な
」
で
触
れ
て
「
み
ん
な
」
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
障
害
の
あ
る
・
な
い
を
超

え
て
人
と
人
が
つ
な
が
る
文
化
の
祭
り
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
大
会
と
連
携
し
た
「
サ
テ
ラ
イ
ト
開
催
事
業
」
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
障
害
者
に
よ
る
芸
術
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
長
崎
県
の
芸
術
・
文
化
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
、
障
害
の
あ
る
方
の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５
」の
開
催
に
当
た
り
、格
別
の
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
長
崎
県
、県
内
市
町
、

文
化
団
体
、
障
害
者
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
て
、
私
か
ら
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

※
ご
あ
い
さ
つ
は
令
和
７
年
９
月
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

ご
あ
い
さ
つ

厚
生
労
働
大
臣　

福
岡　

資
麿
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「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５
（「
第
40
回
国
民
文
化
祭
」 

及
び
「
第
25
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
」）」
が
９
月
14
日
か
ら
11
月

30
日
ま
で
の
78
日
間
、
こ
こ
長
崎
の
地
で
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ご
参
加
い
た
だ
く
皆
様
を
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
７
年
は
、
被
爆
か
ら
80
年
、
長
崎
県
美
術
館
及
び
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
開
館
20
周
年
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
長
崎
総
領
事
館
開
設
40

周
年
な
ど
本
県
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
年
に
、
本
県
初
と
な
る
国
民
文
化
祭
、
今
回
で
２
度
目
と
な
る
全
国

障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
平
和
の
大
切
さ
や
海
外
と
の
交
流
の
推
進
、
共
生
社
会
の
実

現
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
は
、
本
土
の
最
西
端
に
位
置
し
、
大
陸
と
の
長
い
交
流
の
中
で
特
色
あ
る
歴
史
・
文
化
を
育
み
、
２
つ
の
世
界
文
化
遺
産
や
４
つ
の
日

本
遺
産
の
ほ
か
、
多
く
の
文
化
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
本
文
化
祭
で
は
、「
文
化
を
み
ん
な
に
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
海
外

か
ら
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
本
県
独
自
の
文
化
や
離
島
な
ら
で
は
の
歴
史
、
各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
芸
術
活
動
な
ど
、
魅
力
溢
れ
る

多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
県
内
各
地
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

大
会
期
間
中
は
、
長
崎
ら
し
い
文
化
・
歴
史
・
芸
術
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
風
光
明
媚
な
自
然
や
情
緒
溢
れ
る
街
並
み
、
魚
種

日
本
一
と
言
わ
れ
る
水
産
物
や
新
鮮
な
農
畜
産
物
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
、
県
内
各
地
に
足
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、
本
県
の
魅
力
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

　

結
び
に
、
本
県
で
の
開
催
に
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

長
崎
県
知
事　

大
石　

賢
吾
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な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５
分
野
別
交
流
事
業
『
俳
句
の
祭
典
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
俳
句
の
祭
典
』
は
、
い
わ
ゆ
る
文
化
の
全
国
大
会
に
当
た
る
分
野
別
交
流
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
佐
世
保
の
地
に
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
思
い
の
こ
も
っ
た
俳
句
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
祭
典
が
実
現
し
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
祭
典
で
は
、
事
前
に
詠
ん
で
ご
応
募
い
た
だ
い
た
事
前
句
と
、
祭
典
当
日
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
句
を
詠
ん
で
い
た
だ
く
当
日
句
の
二
種
類

を
準
備
し
て
お
り
、
俳
句
の
腕
に
覚
え
の
あ
る
方
も
、
こ
れ
を
機
会
に
初
め
て
俳
句
に
触
れ
て
み
た
方
も
、
幅
広
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る
も
の

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
、「
吟
行
バ
ス
ツ
ア
ー
」
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
３
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
当
日
句
の
参
考
に
佐
世
保
の
名
所
を
巡
る
も
の
で
、
佐
世
保
の
数
あ
る
名
所
の
中
か
ら
『
針
尾

無
線
塔
』、『
無
窮
洞
』、『
九
十
九
島
観
光
公
園
』
を
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
の
目
的
地
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

鎮
守
府
の
歴
史
や
戦
時
の
学
校
と
い
っ
た
歴
史
文
化
、
そ
し
て
佐
世
保
が
誇
る
景
観
地
で
も
あ
る
九
十
九
島
を
一
望
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
景
を
俳
句
に
詠
み
込
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
機
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
市
内
外
の
皆
様
に
佐
世
保
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、日
本
伝
統
俳
句
協
会　

吉
岡
乱
水
氏
に
よ
る
記
念
講
演
や
、お
笑
い
コ
ン
ビ
「
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」
の
村
上
健
志
氏
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
参
加
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
さ
せ
ぼ
「
俳
句
の
祭
典
」
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
祭
典
が
、
ご
参
加
の
皆
様
の
心
の
風
景
を
形
に
起
こ
し
、
多
く
の
人
の
思
い
と
文
化
が
交
流
す
る
有

意
義
な
一
日
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

佐
世
保
市
長　

宮
島　

大
典
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小
、
中
、
高
校
生
の
部

小
、
中
、
高
校
生
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

夕
立
に
空
き
缶
ひ
と
つ
踊
り
出
す

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

水
中
花
息
苦
し
さ
は
感
じ
る
の

長
崎
県
知
事
賞

人
の
声
雲
一
つ
な
き
か
き
氷

佐
世
保
市
長
賞

夕
焼
け
の
九
十
九
島
は
宝
物

愛
知
県
立
安
城
高
等
学
校
２
年

江　

坂　

咲　

月

愛
知
県
立
安
城
高
等
学
校
２
年

盛　

里　

優　

羽

長
崎
県
佐
世
保
市
立
世
知
原
中
学
校
３
年

林　
　
　

佑　

真

長
崎
県
佐
世
保
市
立
日
野
中
学
校
１
年

松　

尾　

咲　

彩
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（
公
社
）
俳
人
協
会
会
長
賞

星
月
夜
遠
く
の
音
に
耳
澄
ま
す

（
一
社
）
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞

妹
と
い
っ
し
ょ
な
ね
ぐ
せ
春
の
朝

（
公
社
）
日
本
伝
統
俳
句
協
会
会
長
賞

か
ぜ
ひ
い
て
な
ぞ
な
ぞ
の
本
ひ
と
り
よ
む

愛
知
県
立
安
城
高
等
学
校
２
年

宮　

島　

玲　

菜

富
山
県
高
岡
市
立
伏
木
小
学
校
５
年

岩　

坪　

樺
乃
子

埼
玉
県
鴻
巣
市
立
鴻
巣
中
央
小
学
校
２
年

西　

多　

晃　

都
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一
般
の
部

一
般
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

新
任
の
神
父
来
て
を
り
農
具
市

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

知
恵
の
輪
に
遊
ば
れ
て
い
る
夜
長
か
な

長
崎
県
知
事
賞

七
夕
や
美
人
に
し
て
と
書
い
て
あ
り

佐
世
保
市
長
賞

鉄
条
網
越
え
ア
メ
リ
カ
の
蝶
と
な
る

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

山
形
県　

星　
　
　

幸　

陽

長
崎
県　

川　

岡　

末　

好

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄
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（
公
社
）
俳
人
協
会
会
長
賞

人
は
皆
大
根
役
者
沙
翁
の
忌

（
一
社
）
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞

星
涼
し
書
き
終
へ
し
文
た
た
む
と
き

（
公
社
）
日
本
伝
統
俳
句
協
会
会
長
賞

炎
天
下
潜
水
艦
の
甲
羅
干
し

長
崎
県　

篠　

崎　

清　

明

東
京
都　

伊　

藤　

順　

子

福
岡
県　

塩　

川　

竜　

象





募
集
投
句

選
者
別
入
選
作
品
　〔
小
、中
、高
校
生
の
部
〕

選
者
氏
名

鴛　

渕　

和　

明

久　

保　

純　

夫

栗　

林　

白　

霜

後　

藤　
　
　

章

阪　

西　

敦　

子

辻　

原　

晩　

夏

対　

馬　

康　

子

抜　

井　

諒　

一

前　

北　

か
お
る

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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鴛
渕 
和
明　

選

《
特
選
》君

が
好
き
け
れ
ど
も
会
え
な
い
夏
休
み	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

岩　

永　

奈　

弥

【
選
評
】　

夏
休
み
が
楽
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
学
校
内
の
身
近
な
人
に
好
意
を
打
ち
明
け
ら
れ
て
い
な
い
者
に
取
っ

て
は
、
一
カ
月
以
上
の
空
白
は
つ
ら
い
。
夏
休
み
が
早
く
終
わ
っ
て
欲
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
ま
た
、
挨
拶

し
た
り
、
さ
り
気
な
く
話
し
た
り
出
来
る
の
に
。

戯
れ
る
姉
妹
見
守
る
雪
だ
る
ま	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

深　

津　

美　

雲

【
選
評
】　

作
者
は
自
分
を
客
体
化
し
て
い
る
。「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
だ
。
雪
の
中
で
た
わ
む
れ

る
作
者
姉
妹
を
見
守
っ
て
い
る
雪
だ
る
ま
は
だ
れ
か
？
こ
の
二
人
に
は
ど
の
よ
う
な
運
命
が
待
ち
構
え
て

い
る
の
か
？
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

新
緑
は
芽
吹
く
生
命
の
音
色
か
な	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

伊　

藤　
　
　

潤

【
選
評
】　

新
緑
を
音
色
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
。
成
長
す
れ
ば
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
緑
色
に
な
る
草
木

も
、
芽
吹
き
か
ら
し
ば
ら
く
は
固
有
の
色
を
し
て
い
る
。
同
種
の
草
木
も
一
本
ず
つ
違
っ
た
色
を
し
て
い

る
、
そ
れ
を
作
者
は
「
生
命
の
音
色
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
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《
入
選
》

図
書
い
い
ん
カ
ー
ド
に
は
ん
こ
を
う
っ
て
春	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

髙　

寺　

海　

斗

ア
パ
ー
ト
の
四
階
ま
で
も
散
る
桜	

山
口
県
下
松
工
業
高
等
学
校　

大　

田　

琳
太
郎

青
葉
道
ス
パ
ン
コ
ー
ル
の
日
の
光	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

倉　

岡　

紗　

希

春
の
風
紙
飛
行
機
が
ま
ど
を
出
る	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

渡　

辺　

崇　

右

雪
だ
る
ま
何
も
着
な
い
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ	

長
崎
県
江
上
小
学
校　

山　

口　

よ
つ
葉

サ
ッ
カ
ー
を
や
め
ま
す
ち
ょ
っ
と
寒
い
春	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

脇　

田　

千　

大

空
を
舞
う
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
春
の
遺
書	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

松　

永　

あ
ゆ
み

水
溜
り
ど
こ
か
ら
き
た
の
あ
め
ん
ぼ
う	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

竹　

原　

颯　

人

大
歓
声
ゴ
ー
ル
ゆ
ら
し
た
五
月
晴	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

富　

山　

柊　

斗

水
中
花
息
苦
し
さ
は
感
じ
る
の	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

盛　

里　

優　

羽

夢
詰
め
た
正
月
太
り
の
こ
の
お
腹	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

中　

尾　

龍　

斗

遠
く
か
ら
鳥
の
こ
え
し
て
芽
が
ひ
ら
く	

長
崎
県
深
堀
中
学
校　

小　

畑　

こ
な
み
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久
保 
純
夫　

選

《
特
選
》水

中
花
息
苦
し
さ
は
感
じ
る
の	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

盛　

里　

優　

羽

【
選
評
】　

大
切
な
人
へ
の
贈
り
物
で
あ
る
水
中
花
。そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
が
相
手
へ
の
想
い
を
伝
え
る
。し
か
し
、

実
際
に
は
花
も
人
も
あ
る
種
の
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
作
者
の
感
受
性
は
生
き
る
姿
勢

の
確
か
さ
で
あ
る
。

母
つ
く
る
味
が
濃
い
め
の
筍
炒
め	

長
崎
県
鹿
町
中
学
校　

石　

川　
　
　

渉

【
選
評
】　

家
庭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
味
付
け
が
あ
る
。し
か
し
こ
の
味
、ど
こ
か
で
比
較
す
る
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

あ
る
時
、
作
者
は
こ
の
筍
を
炒
め
た
味
が
濃
い
と
わ
か
っ
た
。
新
し
い
体
験
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
母
の

存
在
、
愛
情
が
き
わ
立
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
コ
よ
妹
こ
え
て
風
光
る	

長
崎
県
世
知
原
中
学
校　

山　

本　

心　

美

【
選
評
】　

春
も
た
け
な
わ
。
ブ
ラ
ン
コ
を
漕
ぐ
力
も
強
く
な
る
。
た
ぶ
ん
立
っ
て
漕
ぎ
、
勢
い
を
つ
け
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
光
ま
ぶ
し
い
中
、
少
し
離
れ
て
立
つ
妹
の
上
に
ま
で
ブ
ラ
ン
コ
が
動
く
。
家
族
の
だ
れ
か
、
こ
の

漕
ぎ
手
だ
ろ
う
。
愛
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
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《
入
選
》

水
た
ま
り
映
る
雲
だ
け
う
ご
い
て
る	

長
崎
県
深
堀
中
学
校　

小　

畑　

こ
な
み

梅
雨
入
り
し
筋
ト
レ
ば
か
り
の
運
動
部	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

橘　

高　

里　

奈

冬
の
夜
右
足
が
出
て
な
ん
か
こ
わ
い	

長
崎
県
福
石
中
学
校　

八　

田　

遼　

星

カ
マ
キ
リ
よ
か
っ
こ
い
い
か
ら
出
て
お
い
で	

長
崎
県
江
上
小
学
校　

池　

上　

蒼　

央

か
き
氷
靴
を
脱
い
で
る
子
ど
も
た
ち	

長
崎
県
相
浦
中
学
校　

楠　

本　

皓　

大

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
蝉
時
雨
を
も
反
射
し
て	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

山　

中　
　
　

潤

大
そ
う
じ
ぼ
く
の
し
ご
と
は
お
ち
ば
ひ
ろ
い	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

山　

森　

結　

翔

げ
ん
か
ん
に
長
ぐ
つ
な
ら
ぶ
梅
雨
の
朝	

長
崎
県
早
岐
小
学
校　

八　

木　

佑　

樹

ひ
と
休
み
パ
ド
ル
を
置
け
ば
潮
の
香
り	

長
崎
県
深
堀
中
学
校　

井　

下　

夢　

心

か
き
氷
時
の
す
す
み
を
教
え
て
る	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

田　

中　

詩　

乃

兵
の
影
眠
る
岬
に
昼
蛍	
兵
庫
県
大
阪
女
学
院
高
等
学
校　

菅　

野　

こ
こ
ろ

溶
け
て
い
く
ア
イ
ス
頬
張
る
平
和
か
な	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

坪　

田　

彩　

愛
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栗
林 
白
霜　

選

《
特
選
》夕

焼
け
の
九
十
九
島
は
宝
物	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

松　

尾　

咲　

彩

【
選
評
】　

約
二
百
余
の
島
よ
り
な
る
九
十
九
島
は
、
植
物
、
野
鳥
、
水
生
生
物
の
宝
庫
で
あ
る
。
夕
日
の
沈
む
刻
は
、

ど
の
地
域
か
ら
見
て
も
、
い
か
な
る
も
の
に
も
か
え
が
た
い
絶
景
で
あ
る
。
住
ん
で
い
る
町
を
誇
ら
し
く

俳
句
に
詠
ん
で
い
る
。

春
風
に
バ
ト
ン
を
わ
た
す
体
育
祭	

長
崎
県
鹿
町
中
学
校　

桃　

野　

珠　

央

【
選
評
】　

学
校
の
行
事
の
中
で
も
楽
し
み
な
の
が
体
育
祭
。
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
を
渡
す
の
が
春
風
だ
と
は
。
渡
さ
れ

た
春
風
も
弾
ん
で
い
る
。

菜
の
花
の
香
り
広
が
る
展
海
峰	

長
崎
県
浅
子
小
中
学
校　

楠　

本　

美　

羽

【
選
評
】　

九
十
九
島
を
一
望
で
き
る
展
望
台
、
展
海
峰
は
、
海
と
空
の
青
を
充
分
に
望
み
、
ふ
り
返
れ
ば
丘
に
は
一

面
の
菜
の
花
が
香
り
と
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
。
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《
入
選
》

九
十
九
島
き
れ
い
な
海
の
風
薫
る	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

松　

永　

大　

輝

佐
世
保
漁
港
見
え
る
夕
日
が
き
れ
い
だ
ぜ	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

深　

水　

一　

映

カ
ブ
ト
ム
シ
あ
し
は
何
本
？
じ
っ
と
見
る	

長
崎
県
江
上
小
学
校　

井　

手　

彩
友
奈

部
活
動
汗
光
り
だ
す
グ
ラ
ウ
ン
ド	

長
崎
県
世
知
原
中
学
校　

楠　

浦　

理　

緒

妹
と
と
り
合
い
に
な
る
扇
風
機	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

福　

井　

玲　

那

す
い
か
わ
り
声
を
頼
り
に
闇
歩
く	

長
崎
県
世
知
原
中
学
校　

中　

村　

天　

音

夕
や
け
に
影
が
は
っ
き
り
パ
ー
ル
シ
ー	

長
崎
県
浅
子
小
中
学
校　

髙　

橋　

航　

汰

鷹
渡
る
九
十
九
島
の
明
け
の
空	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

伊　

久　

幸　

佑

兄
は
赤
ぼ
く
は
白
団
運
動
会	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

髙　

寺　

海　

斗

ラ
ン
ド
セ
ル
背
中
に
春
を
せ
お
っ
て
く	

長
崎
県
精
道
三
川
台
中
学
校　

増　

田　

絆　

空

ド
キ
ド
キ
だ
幼
虫
ク
ワ
ガ
タ
に
な
っ
て
く
れ	

長
崎
県
日
野
小
学
校　

吉　

冨　

圭　

眞

上
見
る
と
ツ
バ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
勢
揃
い	
兵
庫
県
須
磨
翔
風
高
等
学
校　

上　

垣　

光　

翔
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後
藤 
章　

選

《
特
選
》母

さ
ん
の
わ
か
め
の
ス
ー
プ
お
か
わ
り
す
る	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

山　
　
　

香　

葉

【
選
評
】　

早
岐
瀬
戸
の
若
布
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
わ
か
め
で
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
ス
ー
プ
を
お
か
わ
り
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
美
味
し
い
事
が
わ
か
る
。

妹
と
い
っ
し
ょ
な
ね
ぐ
せ
春
の
朝	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

岩　

坪　

樺
乃
子

【
選
評
】　

妹
の
寝
癖
を
笑
っ
て
鏡
を
見
た
ら
自
分
の
頭
に
も
寝
癖
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ
が
妹
そ
っ
く
り
で
気
恥
ず

か
し
く
な
っ
た
。

夕
立
に
空
き
缶
ひ
と
つ
踊
り
出
す	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

江　

坂　

咲　

月

【
選
評
】　

雨
だ
れ
が
空
き
缶
を
打
っ
て
音
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
「
踊
り
出
す
」
と
描
い
た
と
こ
ろ
が
良
い
。
夕
立

で
あ
る
か
ら
納
得
す
る
。
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《
入
選
》

遠
く
か
ら
鳥
の
こ
え
し
て
芽
が
ひ
ら
く	

長
崎
県
深
堀
中
学
校　

小　

畑　

こ
な
み

向
日
葵
や
空
を
眺
め
て
ま
ぶ
し
そ
う	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

岸　

川　

迦　

凛

こ
が
ら
し
が
い
ろ
ん
な
葉
っ
ぱ
は
こ
ん
で
る	

高
知
県
高
岡
第
一
小
学
校　

小　

山　

桜　

奈

雨
降
っ
て
ど
こ
に
行
く
の
か
カ
タ
ツ
ム
リ	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

古
井
田　

亜　

美

晴
天
に
鳥
と
み
ま
ご
う
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

奥　

薗　

飛　

輝

ひ
ま
わ
り
の
横
に
な
ら
ん
で
せ
い
く
ら
べ	

長
崎
県
早
岐
小
学
校　

中　

村　
　
　

真

グ
ラ
タ
ン
を
ふ
う
ふ
う
し
て
る
そ
と
は
ゆ
き	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

舟　

本　

匡　

吾

夕
立
や
稲
佐
の
坂
に
鈴
の
音	

長
崎
県
精
道
三
川
台
中
学
校　

髙　

上　

洸　

史

雪
だ
る
ま
ま
だ
ま
っ
て
て
ね
ま
た
明
日	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

新　

穂　
　
　

庵

ブ
ラ
ン
コ
よ
妹
こ
え
て
風
光
る	

長
崎
県
世
知
原
中
学
校　

山　

本　

心　

美

水
中
花
息
苦
し
さ
は
感
じ
る
の	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

盛　

里　

優　

羽

ブ
ラ
ン
コ
で
春
の
風
切
る
音
が
す
る	
兵
庫
県
須
磨
翔
風
高
等
学
校　

香　

山　

翔　

太
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阪
西 
敦
子　

選

《
特
選
》人

の
声
雲
一
つ
な
き
か
き
氷	

長
崎
県
世
知
原
中
学
校　

林　
　
　

佑　

真

【
選
評
】　

動
詞
を
使
わ
ず
に
、
名
詞
で
つ
な
が
れ
た
句
。
し
か
も
、
雲
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
か
わ
り
に
見
え
る
、

に
ぎ
わ
い
の
な
か
の
青
空
と
、
そ
の
中
心
に
あ
る
か
き
氷
の
存
在
感
が
、
ひ
ろ
び
ろ
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

梅
雨
が
過
ぎ
お
か
え
り
僕
の
野
球
場	

長
崎
県
鹿
町
中
学
校　

吉　

浦　

大　

朗

【
選
評
】　

梅
雨
が
明
け
て
、戻
っ
て
き
た
太
陽
と
青
空
、ひ
と
び
と
の
姿
。
そ
れ
ら
を
必
要
と
す
る
の
が
野
球
場
で
す
。

ず
っ
と
そ
こ
に
あ
っ
た
野
球
場
に
お
か
え
り
と
い
っ
て
い
る
の
は
僕
で
す
が
、
野
球
場
か
ら
の
こ
と
ば
で

も
あ
り
ま
す
。

卒
業
式
友
達
ま
だ
ま
だ
い
な
く
な
る	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

吉　

井　

英　

都

【
選
評
】　

学
業
の
達
成
を
祝
う
卒
業
式
は
、
別
れ
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
何
年
間
か
を
共
に
し
て
知
り
合
っ
て
き
た

友
達
が
、
こ
れ
を
境
に
自
ら
の
道
を
選
ぶ
日
。
新
生
活
へ
の
身
軽
さ
の
一
方
、
作
者
は
自
立
へ
の
不
安
か

ら
目
を
背
け
ま
せ
ん
。
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《
入
選
》

四
人
の
る
い
か
だ
ゆ
ら
ゆ
ら
夏
の
池	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

魚　

倉　

暁　

人

図
書
い
い
ん
カ
ー
ド
に
は
ん
こ
を
う
っ
て
春	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

髙　

寺　

海　

斗

妹
と
い
っ
し
ょ
な
ね
ぐ
せ
春
の
朝	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

岩　

坪　

樺
乃
子

窓
を
開
け
夏
の
匂
い
が
近
づ
く
日	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

坂　

田　

遥　

香

ク
リ
ス
マ
ス
一
際
光
る
好
き
な
人	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

土　

屋　

百　

愛

戦
争
を
経
験
せ
ず
に
暮
ら
す
夏	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

金　

澤　

春　

磨

お
正
月
車
や
さ
ん
で
車
見
る	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

山　

下　

夏　

輝

藤
の
花
と
け
込
ん
で
ゆ
く
母
の
顔	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

中　

垣　

美　

音

　

は
な
く
汗
は
流
れ
る
鳥
は
飛
ぶ	

長
崎
県
佐
世
保
北
中
学
校　

入　

江　

蓮　

音

終
戦
日
行
っ
て
来
ま
す
の
声
響
く	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

鈴　

木　

悠　

太

晩
春
の
雨
降
り
始
め
る
淡
路
島	

兵
庫
県
須
磨
翔
風
高
等
学
校　

富　

永　

絢　

士

せ
ん
ぷ
う
き
く
び
ふ
り
す
ぎ
て
こ
わ
れ
た
よ	

長
崎
県
早
岐
小
学
校　

澤　

田　
　
　

凪
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辻
原 
晩
夏　

選

《
特
選
》星

月
夜
遠
く
の
音
に
耳
澄
ま
す	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

宮　

島　

玲　

菜

【
選
評
】　

月
は
出
て
い
な
い
が
満
天
の
星
が
輝
く
静
か
な
夜
。
独
り
で
い
る
と
何
か
し
ら
音
が
す
る
よ
う
だ
。
そ
ん

な
状
況
を
上
手
く
捉
え
て
ま
と
め
て
あ
る
。
静
か
と
い
う
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
静
け
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

来
年
も
平
和
の
日
々
を
ク
リ
ス
マ
ス	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

日　

高　

拓　

真

【
選
評
】　

今
の
日
本
の
平
和
が
何
時
ま
で
続
く
か
は
誰
に
も
判
ら
な
い
。
し
か
し
平
和
で
あ
る
の
は
誰
も
が
判
っ
て

い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
祈
り
の
時
で
あ
る
。
作
者
の
素
直
な
心
が
よ
く
見
え
る
。

夢
多
き
我
が
ふ
る
さ
と
の
星
月
夜	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

松　

山　

由　

依

【
選
評
】　

ふ
る
さ
と
を
「
夢
多
き
」
と
謳
い
上
げ
る
作
者
。
そ
こ
に
は
自
分
へ
の
希
望
を
も
感
じ
取
れ
る
。「
星
月
夜
」

に
よ
り
秋
の
夜
の
清
涼
感
溢
れ
る
句
と
な
っ
た
。
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《
入
選
》

ね
え
ち
ゃ
ん
の
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
春
の
風	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

ミ
ラ
ン
ダ
イ
ザ
キ

夕
立
に
空
き
缶
ひ
と
つ
踊
り
出
す	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

江　

坂　

咲　

月

羽
蟻
が
ど
ん
ど
ん
着
地
大
惨
事	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

岡　

元　

星
之
介

金
色
の
太
陽
の
子
だ
た
ん
ぽ
ぽ
は	

長
崎
県
江
上
小
学
校　

川　

尻　

陽　

海

新
学
期
な
ん
で
も
や
る
ぜ
ま
か
せ
と
き	

長
崎
県
猪
調
小
学
校　

馬　

場　

捷　

人

分
数
の
か
け
算
予
習
桜
さ
く	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

鶴　

井　

絢　

心

鷹
渡
る
九
十
九
島
の
明
け
の
空	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

伊　

久　

幸　

佑

サ
ッ
カ
ー
を
や
め
ま
す
ち
ょ
っ
と
寒
い
春	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

脇　

田　

千　

大

日
焼
け
し
て
せ
な
か
の
か
わ
が
だ
っ
ぴ
し
た	

高
知
県
高
岡
第
一
小
学
校　

佐
々
木　

ひ　

の

今
日
も
ま
た
ち
ょ
金
を
つ
か
う
文
化
の
日	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

米　

田　

彩　

夏

余
燼
冷
ゆ
緞
帳
お
り
て
春
愁
裡	

三
重
県
桑
名
高
等
学
校　

水　

谷　

吉　

欣

今
日
だ
け
は
素
直
に
な
り
た
い
こ
ど
も
の
日	
長
崎
県
白
南
風
小
学
校　

宮　

前　

璃　

久
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対
馬 
康
子　

選

《
特
選
》夕

立
に
空
き
缶
ひ
と
つ
踊
り
出
す	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

江　

坂　

咲　

月

【
選
評
】　

急
に
降
り
出
し
た
夕
立
に
道
ば
た
の
空
き
缶
が
転
が
っ
て
い
く
。「
踊
り
出
す
」
と
は
五
感
で
つ
か
ん
だ
楽

し
い
表
現
。
た
だ
の
空
き
缶
が
生
き
も
の
の
よ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。
雨
の
音
、
缶
の
音
、
夏
の
に
お
い

ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

陽
炎
に
消
え
な
ま
し
も
の
を
。
原
爆	

長
崎
県
佐
世
保
北
高
等
学
校　

猪　

口　

琢　

己

【
選
評
】　
「
春
の
日
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立
ち
の
ぼ
る
あ
の
陽
炎
に
消
え
て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
の
に
。
そ
れ
な
の
に
…
…

原
爆
」。
実
現
し
な
か
っ
た
悲
劇
に
対
す
る
強
い
悔
恨
や
無
念
さ
が
、
若
い
世
代
か
ら
の
深
い
願
い
と
な
っ

て
訴
え
か
け
て
き
ま
す
。

青
い
空
青
い
単
語
帳
か
き
氷	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

加　

藤　

悠　

倖

【
選
評
】　

青
空
、
単
語
帳
、
か
き
氷
―
夏
ら
し
さ
が
全
開
で
す
。
空
は
自
然
の
青
、
単
語
帳
は
勉
強
の
青
、
か
き
氷

は
虹
色
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
じ
め
に
頑
張
る
気
持
ち
と
、
夏
の
楽
し
さ
が
ま
じ
り
合
っ
て
い
て
、
こ
と

ば
の
セ
ン
ス
と
工
夫
が
光
る
一
句
で
す
。
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《
入
選
》

ラ
ン
ド
セ
ル
は
る
と
え
が
お
を
つ
め
こ
ん
だ	

長
崎
県
猪
調
小
学
校　

吉　

田　

勇　

翔

人
の
声
雲
一
つ
な
き
か
き
氷	

長
崎
県
世
知
原
中
学
校　

林　
　
　

佑　

真

自
習
室
海
月
の
ひ
か
る
テ
ラ
リ
ウ
ム	

山
口
県
下
松
工
業
高
等
学
校　

松　

田　
　
　

陸

白
い
息
ま
ば
た
き
す
る
と
消
え
て
い
く	

高
知
県
高
岡
第
一
小
学
校　

八　

坂　

美
菜
子

月
の
影
凍
る
水
面
に
う
つ
し
だ
す	

長
崎
県
深
堀
中
学
校　

宮　

上　

凛　

音

水
風
船
わ
っ
て
し
ま
っ
た
夏
ま
つ
り	

長
崎
県
江
上
小
学
校　

村　

中　

愛　

梨

夕
焼
け
に
く
も
の
か
い
だ
ん
よ
ん
で
い
る	

長
崎
県
早
岐
小
学
校　

吉　

村　

優　

良

虫
の
声
開
い
た
ま
ま
の
五
ペ
ー
ジ
目	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

宮　

川　

さ
く
ら

ひ
ま
わ
り
や
顔
を
陽
に
む
け
充
電
中	

兵
庫
県
須
磨
翔
風
高
等
学
校　

藤　

本　

哲　

平

黙
契
を
遺
す
眼
差
春
冥
し	

三
重
県
桑
名
高
等
学
校　

水　

谷　

吉　

欣

夕
焼
け
に
炎
広
が
る
軍
艦
よ	

兵
庫
県
須
磨
翔
風
高
等
学
校　

青　

山　

颯　

太

紅
葉
や
空
の
青
さ
に
負
け
ぬ
よ
に	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

村　

上　

千
太
朗
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抜
井 
諒
一　

選

《
特
選
》か

ぜ
ひ
い
て
な
ぞ
な
ぞ
の
本
ひ
と
り
よ
む	

埼
玉
県
鴻
巣
中
央
小
学
校　

西　

多　

晃　

都

【
選
評
】　
〈
ひ
と
り
よ
む
〉
な
ぞ
な
ぞ
も
面
白
い
で
す
が
、
や
は
り
友
達
と
出
し
合
う
な
ぞ
な
ぞ
の
方
が
盛
り
上
が
り

ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
て
一
人
で
部
屋
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
蝉
時
雨
を
も
反
射
し
て	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

山　

中　
　
　

潤

【
選
評
】　

目
が
く
ら
む
ほ
ど
、
ギ
ラ
ギ
ラ
し
て
い
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
見
え
ま
す
。
日
差
し
が
反
射
す
る
の
は
当
然

で
す
が
〈
蝉
時
雨
を
も
〉
反
射
す
る
な
ん
て
。
目
の
前
の
圧
倒
的
な
光
や
音
が
よ
く
描
け
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
中
布
団
か
ら
見
た
暗
い
昼	

長
崎
県
佐
世
保
北
中
学
校　

松　

尾　

祐　

大

【
選
評
】　

梅
雨
の
頃
、
布
団
の
中
で
雨
の
音
を
聞
い
て
い
ま
す
。
時
計
を
見
る
と
時
刻
は
も
う
昼
。
い
つ
も
な
ら
学

校
に
い
る
の
で
し
ょ
う
。
で
も
今
日
は
〈
暗
い
昼
〉
を
見
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
暗
さ
で
す
ね
。
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《
入
選
》

ソ
ー
メ
ン
が
ひ
ら
ひ
ら
ゆ
れ
る
な
が
さ
れ
る	

長
崎
県
早
岐
小
学
校　

永　

橋　
　
　

彩

そ
つ
ぎ
ょ
う
の
こ
っ
か
と
こ
う
か
さ
よ
う
な
ら	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

國　

分　

裕　

惺

遊
園
地
蟻
の
隊
列
崩
れ
な
い	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

手　

嶋　

咲　

良

グ
ラ
タ
ン
を
ふ
う
ふ
う
し
て
る
そ
と
は
ゆ
き	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

舟　

本　

匡　

吾

妹
と
と
り
合
い
に
な
る
扇
風
機	

長
崎
県
日
野
中
学
校　

福　

井　

玲　

那

落
葉
ふ
む
誰
か
の
声
が
遠
く
な
る	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

澤　

田　

玲　

衣

か
ん
と
く
の
塩
か
け
ス
イ
カ
で
が
ん
ば
れ
る	

長
崎
県
春
日
小
学
校　

仙　

野　
　
　

縁

妹
と
い
っ
し
ょ
な
ね
ぐ
せ
春
の
朝	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

岩　

坪　

樺
乃
子

青
葉
道
ス
パ
ン
コ
ー
ル
の
日
の
光	

長
崎
県
祇
園
中
学
校　

倉　

岡　

紗　

希

こ
が
ら
し
が
い
ろ
ん
な
葉
っ
ぱ
は
こ
ん
で
る	

高
知
県
高
岡
第
一
小
学
校　

小　

山　

桜　

奈

四
人
の
る
い
か
だ
ゆ
ら
ゆ
ら
夏
の
池	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

魚　

倉　

暁　

人

も
み
じ
散
る
道
い
っ
ぱ
い
に
み
え
る
色	
長
崎
県
世
知
原
中
学
校　

近　

藤　

美　

優
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前
北 
か
お
る　

選

《
特
選
》ク

ラ
ス
替
え
春
の
階
段
ひ
と
つ
と
ば
し	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

濵　

田　
　
　

凛

【
選
評
】　
「
ひ
と
つ
と
ば
し
」
か
ら
、
ク
ラ
ス
替
え
に
対
す
る
期
待
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
字
余
り
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
も
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
好
き
な
だ
け
す
る
日
焼
け
し
て	

山
口
県
下
松
工
業
高
等
学
校　

紙　

矢　
　
　

優

【
選
評
】　

夏
休
み
に
何
を
し
た
い
、
と
い
う
俳
句
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、「
好
き
な
こ
と
」
と
ま
と
め
た
と
こ

ろ
に
想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
ゆ
休
み
ひ
ゃ
く
人
一
し
ゅ
あ
ん
き
す
る	

埼
玉
県
鴻
巣
中
央
小
学
校　

西　

多　

晃　

都

【
選
評
】　

冬
休
み
が
明
け
た
ら
か
る
た
大
会
が
行
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
「
ふ
ゆ

休
み
」
な
ら
で
は
の
俳
句
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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《
入
選
》

ね
え
ち
ゃ
ん
の
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
春
の
風	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

ミ
ラ
ン
ダ
イ
ザ
キ

一
セ
ン
チ
大
き
く
な
っ
た
春
の
く
つ	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

佐　

藤　

希　

海

雪
だ
る
ま
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
の
壁
に
す
る	

愛
知
県
安
城
高
等
学
校　

松　

浦　

隆　

哉

夏
休
み
米
寿
の
祖
母
と
ス
ム
ー
ジ
ー	

長
崎
県
長
崎
西
高
等
学
校　

田　

川　

愛　

菜

自
習
室
海
月
の
ひ
か
る
テ
ラ
リ
ウ
ム	

山
口
県
下
松
工
業
高
等
学
校　

松　

田　
　
　

陸

神
様
が
牛
乳
こ
ぼ
し
天
の
川	

長
崎
県
精
道
三
川
台
小
学
校　

上　

林　

大　

真

に
じ
が
で
た
て
ん
と
う
む
し
が
よ
ろ
こ
ん
だ	

長
崎
県
猪
調
小
学
校　

村　

田　

夕　

凪

ラ
ン
ド
セ
ル
背
中
に
春
を
せ
お
っ
て
く	

長
崎
県
精
道
三
川
台
中
学
校　

増　

田　

絆　

空

か
ぜ
ひ
い
て
な
ぞ
な
ぞ
の
本
ひ
と
り
よ
む	

埼
玉
県
鴻
巣
中
央
小
学
校　

西　

多　

晃　

都

ゆ
き
あ
そ
び
み
ん
な
で
つ
く
る
す
べ
り
だ
い	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

竹　

内　

絃　

乃

春
の
昼
白
い
ソ
ー
ス
の
ハ
ン
バ
ー
グ	

富
山
県
伏
木
小
学
校　

関　
　
　

遥　

義

陽
炎
に
消
え
な
ま
し
も
の
を
。
原
爆	
長
崎
県
佐
世
保
北
高
等
学
校　

猪　

口　

琢　

己





募
集
投
句

選
者
別
入
選
作
品
　〔
一
般
の
部
〕

高　

野　

ム
ツ
オ

筑　

紫　

磐　

井

淵　

脇　
　
　

護

星　

野　

高　

士

安　

田　

豆　

作

山　

田　

佳　

乃

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

選
者
氏
名

稲　

畑　

廣
太
郎

井　

上　

泰　

至

小　

林　

貴　

子

小　

松　

生　

長

坂　

本　

宮　

尾

髙　

永　

久　

子
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稲
畑 
廣
太
郎　

選

《
特
選
》星

涼
し
書
き
終
へ
し
文
た
た
む
と
き	

東
京
都　

伊　

藤　

順　

子

【
選
評
】　

恋
文
を
も
想
像
す
る
が
、
時
間
を
か
け
て
手
紙
を
書
き
終
え
、
封
入
し
よ
う
と
畳
ん
で
外
を
見
る
と
す
っ

か
り
夜
も
更
け
て
夏
の
星
が
輝
い
て
い
た
。
作
者
の
ほ
っ
と
し
た
心
情
が
見
て
取
れ
る
。

風
花
や
窓
辺
に
開
く
福
音
書	

大
阪
府　

高　

木　

音　

弥

【
選
評
】　

信
仰
の
篤
い
人
が
新
約
聖
書
の
福
音
書
を
窓
辺
で
繙
い
て
い
る
。
窓
の
外
は
晴
天
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
雪
が
ち
ら
ち
ら
と
舞
っ
て
い
る
。
何
か
天
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
美
し
さ
を
感
じ
る
。

蜩
の
声
の
彼
方
の
昭
和
か
な	

秋
田
県　

鈴　

木　
　
　

仁

【
選
評
】　

蜩
の
声
は
、
夕
方
の
日
暮
れ
の
時
や
朝
方
に
鳴
い
て
何
か
も
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
が
、
そ
の
声
に
昭
和
を

引
き
寄
せ
て
い
る
作
者
な
の
で
あ
る
。
古
き
良
き
時
代
が
感
じ
ら
れ
る
。
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《
入
選
》

郭
公
や
湖
一
枚
の
深
み
ど
り	

長
崎
県　

奥　

村　

京　

子

被
爆
の
木
樹
齢
千
年
五
月
闇	

長
崎
県　

馬　

場　

定　

水

せ
せ
ら
ぎ
を
ゆ
り
か
ご
に
し
て
蛍
か
な	

長
崎
県　

芝　

崎　

せ
い
子

引
力
に
育
つ
有
明
海
の
海
苔	

長
崎
県　

赤　

城　

正　

信

晴
天
を
海
に
落
と
せ
る
炎
暑
か
な	

長
崎
県　

徳　
　
　
　
　

一

恋
の
矢
を
放
ち
卒
業
弓
道
部	

長
崎
県　

松　

本　

裕　

子

豊
穣
の
音
の
う
ね
り
や
麦
の
秋	

福
岡
県　

塩　

川　

竜　

象

星
ほ
ど
に
遠
き
山
家
の
冬
灯	

長
崎
県　

赤　

城　

正　

信

つ
つ
じ
咲
く
軍
神
墓
地
の
風
の
声	

長
崎
県　

浜　

崎　

芳　

子

青
蛙
慈
雨
に
紛
れ
る
枝
の
上	

福
岡
県　

塩　

川　

竜　

象

端
居
し
て
聴
く
海
の
う
た
星
の
う
た	

大
分
県　

羽　

野　

泰　

子

万
物
は
鼓
動
の
リ
ズ
ム
山
笑
ふ	

三
重
県　

小　

林　

寛　

久
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井
上 
泰
至　

選

《
特
選
》新

任
の
神
父
来
て
を
り
農
具
市	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

【
選
評
】　

神
父
様
の
存
在
が
、
土
地
の
生
活
に
根
づ
い
て
い
る
様
が
浮
か
ぶ
。
長
崎
だ
と
す
る
と
納
得
が
い
く
。

吾
は
い
ま
海
の
底
で
す
扇
風
機	

愛
知
県　

ヒ
ッ
チ　

俳　

句

【
選
評
】　

船
底
部
屋
か
潜
水
艦
か
。
冷
た
い
海
の
底
に
あ
り
な
が
ら
、「
暑
」
が
あ
る
環
境
へ
の
視
点
が
鋭
い
。
口
語

の
報
告
が
効
果
的
。

陶
片
に
二
人
の
唐
子
春
の
風	

長
崎
県　

團　
　
　

俊　

晴

【
選
評
】　

も
う
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
陶
片
か
ら
、
唐
子
模
様
が
生
き
て
伝
わ
っ
て
く
る
の
も
「
春
の
風
」
と
い
う

季
語
が
効
い
て
い
る
か
ら
。
上
品
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
。
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《
入
選
》

軍
港
の
海
は
小
さ
し
春
の
雪	

福
岡
県　

川　

崎　

智　

美

十
薬
の
花
や
オ
ラ
シ
ョ
は
口
伝
へ	

長
崎
県　

田　

中　

和　

枝

顔
の
無
い
日
傘
行
き
交
ふ
爆
心
地	

長
崎
県　

小　

谷　

一　

夫

淋
し
さ
の
く
る
く
る
回
る
風
車	

東
京
都　

松　

木　

昌　

子

長
閑
な
る
潜
水
艦
の
あ
た
ま
か
な	

福
岡
県　

川　

崎　

智　

美

洗
礼
名
ア
ン
ナ
・
イ
ザ
ベ
ル
卒
業
す	

長
崎
県　

福　

島　
　
　

翔

益
荒
男
の
登
舷
礼
の
日
焼
け
顔	

福
岡
県　

塩　

川　

竜　

象

ソ
の
音
の
講
師
の
声
や
ア
マ
リ
リ
ス	

長
崎
県　

髙　

野　

律　

子

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
う
と
潰
し
て
が
ぶ
と
夏	

福
岡
県　

川　

崎　

智　

美

一
両
車
一
直
線
に
植
田
行
く	

長
崎
県　

宮　

﨑　

和　

夫

板
敷
き
に
落
ち
し
鶏
卵
原
爆
忌	

神
奈
川
県　

持　

田　

敏　

朗

七
夕
や
美
人
に
し
て
と
書
い
て
あ
り	

長
崎
県　

川　

岡　

末　

好
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小
林 
貴
子　

選

《
特
選
》炎

天
下
潜
水
艦
の
甲
羅
干
し	

福
岡
県　

塩　

川　

竜　

象

【
選
評
】　

潜
水
艦
は
そ
の
名
前
か
ら
し
て
、
深
い
と
こ
ろ
に
潜
航
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
の
日
は
海
上
に
出
て
い
る
。
そ
れ
を
「
甲
羅
干
し
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
人
間
味
の
あ
る
面
白
い
句

に
な
っ
た
。

海
渡
り
大
和
に
土
着
若
葉
風	

宮
崎
県　

宮　

田　

佐
智
子

【
選
評
】　

古
代
、
海
洋
民
族
が
南
か
ら
海
を
来
て
こ
の
列
島
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
あ

た
か
も
自
分
が
「
海
渡
り
」
来
た
か
の
よ
う
な
表
現
に
心
が
か
き
た
て
ら
れ
る
。
は
る
か
な
歴
史
へ
と
読

者
を
連
れ
て
行
く
。

手
風
琴
は
出
島
の
形
花
ユ
ッ
カ	

長
崎
県　

松　

本　

裕　

子

【
選
評
】　

歴
史
の
教
科
書
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
な
じ
み
の
あ
る
、
出
島
の
あ
の
形
。
あ
の
形
を
「
手
風
琴
」
と
見

立
て
た
表
現
に
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
ず
膝
を
打
つ
。
季
語
の
花
ユ
ッ
カ
も
異
国
情
緒
が
あ
り
、
長
崎
ら
し

い
句
。
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《
入
選
》

寒
明
け
の
徴
艤
装
の
護
衛
艦	

長
崎
県　

立　

木　

由
比
浪

春
ゆ
く
と
土
偶
は
膝
を
抱
き
か
か
へ	

京
都
府　

芳　

野　

珠　

江

硝
子
照
る
秋
は
対
馬
の
向
か
う
よ
り	

長
崎
県　

立　

木　

由
比
浪

蔕
す
で
に
そ
こ
に
在
り
け
り
柿
の
花	

長
崎
県　

久　

田　

洋　

子

あ
か
は
ら
鷹
胸
見
せ
つ
け
て
渡
り
け
り	

長
崎
県　

奥　

村　

ち　

か

零
歳
で
被
爆
し
八
十
路
長
崎
忌	

長
崎
県　

小　

谷　

一　

夫

板
敷
き
に
落
ち
し
鶏
卵
原
爆
忌	

神
奈
川
県　

持　

田　

敏　

朗

た
め
ら
へ
ば
絵
踏
の
海
の
蒼
深
し	

大
分
県　

羽　

野　

泰　

子

朝
顔
や
な
ぜ
苦
し
そ
う
な
る
つ
ぼ
み	

千
葉
県　

鹿
野
川　

小　

舟

美
し
き
子
で
あ
り
し
と
語
る
長
崎
忌	

兵
庫
県　

香　

椎　

み
つ
ゑ

つ
ち
ふ
る
や
遊
牧
民
の
赤
き
ラ
グ	

長
崎
県　

栗　

山　

ゆ
か
り

解
な
し
と
記
す
答
案
ほ
と
と
ぎ
す	

大
阪
府　

高　

木　

音　

弥
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小
松 
生
長　

選

《
特
選
》人

は
皆
大
根
役
者
沙
翁
の
忌	

長
崎
県　

篠　

崎　

清　

明

【
選
評
】　
「
沙
翁
の
忌
」
と
い
う
こ
の
句
の
季
語
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
は
さ
て
お
い
て
、
人
生
で
悲
喜
劇
を
演
ず
る

人
々
は
皆
大
根
役
者
で
あ
る
と
い
う
述
懐
は
諧
謔
味
が
あ
っ
て
面
白
い
。
何
よ
り
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
忌

が
よ
く
効
い
て
い
る
。

知
恵
の
輪
に
遊
ば
れ
て
い
る
夜
長
か
な	

山
形
県　

星　
　
　

幸　

陽

【
選
評
】　

夜
長
の
つ
れ
づ
れ
に
知
恵
の
輪
に
ひ
と
り
興
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
様
を
知
恵
の
輪
に
も
て
遊
ば

れ
て
い
る
と
い
っ
た
真
逆
の
捉
え
方
に
俳
味
が
あ
る
。
飄
逸
さ
の
あ
ふ
れ
る
秀
句
で
あ
る
。

祖
父
か
み
し
跡
を
か
む
父
箱
眼
鏡	

岩
手
県　

相　

馬　

定　

子

【
選
評
】　

長
く
漁
労
に
携
わ
っ
て
き
た
一
家
で
あ
ろ
う
。
箱
眼
鏡
で
の
漁
は
箱
眼
鏡
を
口
で
噛
ん
で
の
作
業
で
あ
る
。

父
も
ま
た
そ
の
漁
法
を
受
け
継
い
だ
の
だ
。
深
い
噛
み
あ
と
が
こ
の
家
族
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。
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《
入
選
》

顔
の
無
い
日
傘
行
き
交
ふ
爆
心
地	

長
崎
県　

小　

谷　

一　

夫

い
つ
ま
で
も
遺
影
は
若
く
終
戦
日	

青
森
県　

竹　

浪　

誠　

也

星
屑
の
降
っ
て
来
さ
う
な
夜
を
泳
ぐ	

北
海
道　

伊　

藤　

玉　

枝

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
天
へ
と
抛
る
祭
笠	

福
岡
県　

持　

永　

真
理
子

思
い
き
り
飛
び
降
り
し
か
ば
昼
寝
覚
め	

山
口
県　

井　

原　

三
都
子

は
じ
ま
り
の
リ
ズ
ム
は
サ
ン
バ
驟
雨
く
る	

長
崎
県　

武　

尾　

徳　

夫

入
港
の
汽
笛
く
ぐ
も
る
梅
雨
最
中	

長
崎
県　

中　

村　

敏　

子

星
ほ
ど
に
遠
き
山
家
の
冬
灯	

長
崎
県　

赤　

城　

正　

信

蜩
の
声
の
彼
方
の
昭
和
か
な	

秋
田
県　

鈴　

木　
　
　

仁

手
風
琴
は
出
島
の
形
花
ユ
ッ
カ	

長
崎
県　

松　

本　

裕　

子

病
床
の
母
し
か
知
ら
ず
遠
花
火	

長
崎
県　

並　

川　

友　

子

ミ
ス
タ
ー
の
大
き
空
振
り
夏
惜
し
む	

長
崎
県　

相　

川　

正　

敏
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坂
本 
宮
尾　

選

《
特
選
》新

任
の
神
父
来
て
を
り
農
具
市	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

【
選
評
】　

春
に
な
る
と
農
作
業
の
準
備
の
た
め
に
開
か
れ
る
農
具
市
。
野
菜
で
も
作
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
新
任
の
神

父
が
や
っ
て
来
た
。
地
域
の
人
び
と
の
暮
ら
し
に
融
け
込
も
う
と
す
る
、
生
活
感
に
あ
ふ
れ
た
聖
職
者
の

姿
が
浮
か
ぶ
。

朝
礼
へ
急
ぐ
八
月
六
日
の
子	

広
島
県　

黒　

木　

隆　

信

【
選
評
】　

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
八
十
年
が
過
ぎ
た
。
八
月
六
日
は
世
界
平
和
を
祈
る
日
で
あ
る
。
こ
の

句
は
上
五
が
巧
い
。
声
高
に
主
張
を
述
べ
る
代
わ
り
に
、
一
心
に
学
校
に
向
か
う
生
徒
の
姿
を
静
か
に
描

い
た
点
が
優
れ
て
い
る
。

田
を
植
ゑ
て
家
家
に
灯
の
と
も
り
た
る	

佐
賀
県　

栗　

林　

白　

霜

【
選
評
】　

し
み
じ
み
と
し
た
情
感
が
あ
る
作
品
で
あ
る
。
田
植
え
が
無
事
に
済
ん
で
ほ
っ
と
し
た
夜
に
は
、
あ
た
り

の
家
の
灯
り
も
あ
た
た
か
く
潤
ん
で
見
え
る
の
で
あ
る
。
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《
入
選
》

故
郷
の
海
が
四
股
名
や
五
月
場
所	

長
崎
県　

馬　

場　

定　

水

十
薬
の
花
や
オ
ラ
シ
ョ
は
口
伝
へ	

長
崎
県　

田　

中　

和　

枝

た
つ
ぷ
り
と
水
を
供
へ
て
長
崎
忌	

京
都
府　

前　

田　

み　

き

被
爆
の
木
樹
齢
千
年
五
月
闇	

長
崎
県　

馬　

場　

定　

水

あ
り
つ
た
け
の
軽
ト
ラ
出
で
て
田
を
植
う
る	

長
崎
県　

前　

田　

詠　

子

鉄
条
網
越
え
ア
メ
リ
カ
の
蝶
と
な
る	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

ひ
と
の
子
に
知
恵
の
輪
地
球
に
捩
り
花	

長
崎
県　

荒　

巻　

洋　

子

拾
ひ
き
し
種
朝
顔
は
濃
紫	

千
葉
県　

田　

中　

道　

江

は
じ
ま
り
の
リ
ズ
ム
は
サ
ン
バ
驟
雨
く
る	

長
崎
県　

武　

尾　

徳　

夫

手
風
琴
は
出
島
の
形
花
ユ
ッ
カ	

長
崎
県　

松　

本　

裕　

子

磔
刑
の
浜
辺
に
ひ
ら
く
月
見
草	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

秋
日
傘
畳
み
て
抜
く
る
ア
ー
ケ
ー
ド	

東
京
都　

遠　

藤　

玲　

奈
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髙
永 
久
子　

選

《
特
選
》鉄

条
網
越
え
ア
メ
リ
カ
の
蝶
と
な
る	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

【
選
評
】　

基
地
の
負
ふ
不
自
由
を
明
る
く
さ
り
げ
な
く
表
現
。
鉄
条
網
の
向
う
へ
去
っ
た
蝶
へ
の
未
練
は
読
者
の
心

を
打
つ
。

し
ば
ら
く
は
大
事
に
さ
れ
る
帰
省
か
な	

長
崎
県　

湯　

川　

京　

子

【
選
評
】　

人
間
味
豊
か
で
誰
も
が
「
分
か
る
」
と
頷
き
、
一
寸
笑
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
ユ
ー
モ
ア
が
有
る
。
よ
け
い

な
事
は
言
わ
ず
俳
味
が
有
る
。

陶
片
に
二
人
の
唐
子
春
の
風	

長
崎
県　

團　
　
　

俊　

晴

【
選
評
】　

有
田
・
三
川
内
焼
の
唐
子
は
、
三
人
、
五
人
、
七
人
等
が
描
か
れ
て
い
る
。
目
に
入
っ
た
割
れ
た
陶
片
に

は
二
人
が
遊
び
、
季
語
の
「
春
風
」
が
や
さ
し
い
。
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《
入
選
》

再
会
の
港
や
父
の
手
の
日
焼	

福
岡
県　

川　

崎　

智　

美

水
脈
残
し
ヨ
ツ
ト
の
白
さ
佐
世
保
湾	

愛
知
県　

平　

田　
　
　

秀

九
十
九
島
い
ま
囀
り
の
只
中
に	

長
崎
県　

奥　

村　

ち　

か

母
の
手
の
児
に
触
れ
て
ゐ
る
昼
寝
か
な	

長
崎
県　

松　

田　

勝　

子

ス
キ
ッ
プ
は
無
理
白
靴
に
白
状
す	

大
分
県　

小　

田　

祥　

子

偵
察
機
仰
ぐ
棚
田
の
案
山
子
か
な	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

船
長
に
負
け
ず
劣
ら
ず
日
焼
の
子	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

新
顔
の
敬
語
で
通
す
草
刈
日	

長
崎
県　

吉　

丸　

京　

子

黒
南
風
や
納
屋
の
引
戸
の
頑
に	

長
崎
県　

髙　

野　

律　

子

湧
水
の
地
球
は
み
だ
す
阿
蘇
の
夏	

福
岡
県　

飯　

田　

絹　

子

春
灯
下
夜
間
中
学
開
校
す	

長
崎
県　

近　

藤　

と
も
子

広
き
背
の
父
に
草
矢
の
細
す
ぎ
る	

京
都
府　

加　

藤　

草　

児



44

高
野 
ム
ツ
オ　

選

《
特
選
》Ｔ

シ
ヤ
ツ
を
絞
る
入
道
雲
ふ
と
る	

長
崎
県　

楠　

富　

二
三
代

【
選
評
】　

Ｔ
シ
ャ
ツ
と
入
道
雲
の
遠
近
の
対
比
、「
絞
る
」「
ふ
と
る
」
の
動
き
の
対
比
が
見
事
に
調
和
し
て
い
る
。

草
笛
に
踊
れ
野
の
神
山
の
神	

岡
山
県　

西　

村　
　
　

泉

【
選
評
】　

静
か
な
草
笛
に
呼
応
し
て
、
い
つ
の
ま
に
か
自
然
の
神
々
が
動
き
出
し
た
。
自
然
賛
歌
の
思
い
あ
ふ
れ
る
。

原
爆
忌
影
が
肉
叢
さ
が
し
て
る	

岩
手
県　

小　

栗　

不
死
実

【
選
評
】　

影
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
霊
魂
が
永
遠
に
失
わ
れ
た
自
分
の
体
を
探
し
て
い
る
。
一
度
起
き
た
悲
劇
は
決
し

て
元
に
戻
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
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《
入
選
》

十
薬
の
花
や
オ
ラ
シ
ョ
は
口
伝
へ	

長
崎
県　

田　

中　

和　

枝

顔
の
無
い
日
傘
行
き
交
ふ
爆
心
地	

長
崎
県　

小　

谷　

一　

夫

の
う
ぜ
ん
に
蝶
一
頭
の
重
す
ぎ
る	

大
分
県　

小　

田　

祥　

子

狂
は
ね
ば
恋
と
は
言
は
ず
花
う
ば
ら	

長
崎
県　

髙　

平　

保　

子

遠
い
日
の
波
を
見
て
い
る
夏
帽
子	

長
崎
県　

森　
　
　

千
鶴
子

ざ
ぶ
ー
ん
と
海
の
心
臓
響
き
け
り	

大
阪
府　

日　

野　

江　

美

祖
母
の
忌
と
同
じ
な
り
け
り
長
崎
忌	

長
崎
県　

小　

谷　

一　

夫

ひ
と
の
子
に
知
恵
の
輪
地
球
に
捩
り
花	

長
崎
県　

荒　

巻　

洋　

子

青
春
は
跳
ね
返
り
よ
い
新
豆
腐	

大
阪
府　

富　

永　

武　

司

夏
の
蝶
ひ
か
り
に
青
の
あ
る
と
知
る	

福
岡
県　

川　

崎　

智　

美

母
の
日
や
仏
の
は
は
と
俳
句
詠
む	

長
崎
県　

髙　

永　

久　

子

蜩
の
声
の
彼
方
の
昭
和
か
な	

秋
田
県　

鈴　

木　
　
　

仁



46

筑
紫 
磐
井　

選

《
特
選
》七

夕
や
美
人
に
し
て
と
書
い
て
あ
り	

長
崎
県　

川　

岡　

末　

好

【
選
評
】　

余
り
に
も
素
直
な
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、表
現
も
シ
ン
プ
ル
だ
。
年
頃
の
女
性
と
い
う
よ
り
は
、小
学
生
、

そ
れ
も
三
、四
年
生
と
考
え
る
と
面
白
い
。
必
ず
し
も
「
美
人
」
が
実
感
で
き
て
い
な
く
て
、
周
り
の
大
人

の
影
響
を
受
け
て
い
そ
う
だ
。

万
愚
節
集
合
写
真
皆
真
顔	

長
崎
県　

平　

田　

素　

子

【
選
評
】　

万
愚
節
に
記
念
写
真
を
撮
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
か
ら
、
集
合
行
事
で
た
ま
た
ま
撮
っ
た
写
真
で
、
そ
の

日
が
万
愚
節
な
の
だ
ろ
う
。
偶
然
な
の
だ
が
面
白
い
。
皆
真
面
目
腐
っ
て
い
る
の
も
偶
然
で
お
も
し
ろ
い
。

母
の
日
や
あ
な
た
に
似
て
い
く
私
で
す	

長
崎
県　

佐　

藤　

桂　

子

【
選
評
】　

日
頃
の
生
活
態
度
が
母
に
似
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
年
を
取
っ
て
自
分
の
顔
を
鏡
で
見
て
い
る
と
、
突
然

親
の
顔
に
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
男
女
問
わ
ず
あ
る
現
象
で
、
思
わ
ず
、
驚
く
こ
と
が
あ
る
。
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《
入
選
》

穏
や
か
な
る
瀬
戸
の
海
よ
り
虚
子
忌
か
な	

東
京
都　

大　

西　

久　

枝

ひ
き
が
へ
る
密
書
を
も
っ
て
現
る
る	

長
崎
県　

藤　

野　

律　

子

行
き
ず
り
の
人
の
方
言
風
若
葉	

長
崎
県　

浜　

崎　

芳　

子

古
美
術
商
漢
ば
か
り
の
新
茶
か
な	

長
崎
県　

永　

野　

濶　

子

盆
踊
昭
和
の
闇
を
連
れ
廻
す	

京
都
府　

山　

内　

利　

男

月
下
美
人
見
せ
た
き
母
に
睡
魔
く
る	

長
崎
県　

橋　

本　

和　

代

人
は
皆
大
根
役
者
沙
翁
の
忌	

長
崎
県　

篠　

崎　

清　

明

白
南
風
や
幕
張
ら
れ
ビ
ル
壊
れ
ゆ
く	

長
崎
県　

奥　

村　

京　

子

母
の
日
に
祝
ふ
こ
と
無
く
母
逝
け
り	

長
崎
県　

川　
　

流　
　

子

世
の
中
は
自
己
中
心
で
溢
れ
て
る	

長
崎
県　

長　
　
　
　
　

由

酔
い
ど
れ
の
古
希
も
恋
せ
よ
夏
の
宵	

兵
庫
県　

吉　

田　
　
　

周

そ
ら
豆
な
吾
子
は
学
校
き
ら
い
か
も	

福
岡
県　

智　
　

幸　
　

子
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淵
脇 
護　

選

《
特
選
》七

曜
の
要
ら
ぬ
暮
ら
し
や
昼
寝
覚	

北
海
道　

岡　

崎　
　
　

実

【
選
評
】　

勤
め
の
心
配
な
く
昼
寝
を
む
さ
ぼ
る
作
者
。「
七
曜
の
要
ら
ぬ
」
に
実
感
が
こ
も
る
。

ア
イ
ロ
ン
の
き
き
し
白
シ
ャ
ツ
結
婚
す	

長
崎
県　

芝　

崎　

せ
い
子

【
選
評
】　

白
シ
ャ
ツ
で
結
婚
を
決
め
た
人
物
、
そ
れ
を
男
性
と
見
た
。
こ
う
い
う
夫
婦
に
日
本
の
未
来
を
託
し
た
い
。

遠
い
日
の
波
を
見
て
い
る
夏
帽
子	

長
崎
県　

森　
　
　

千
鶴
子

【
選
評
】　

口
語
俳
句
と
見
た
が
、
句
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
静
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
下
五
の
夏
帽
子
の
使
い
方
が

う
ま
い
。
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《
入
選
》

顔
の
無
い
日
傘
行
き
交
ふ
爆
心
地	

長
崎
県　

小　

谷　

一　

夫

足
早
の
美
女
に
遅
れ
て
コ
ロ
ン
の
香	

岡
山
県　

西　

村　
　
　

泉

じ
ゆ
う
じ
ゆ
う
と
竹
の
油
を
抜
く
五
月	

宮
崎
県　

宮　

田　

佐
智
子

ポ
ケ
ッ
ト
に
カ
イ
ロ
喧
嘩
別
れ
の
夜	

長
崎
県　

久　

田　

洋　

子

初
蝶
や
子
牛
の
睫
毛
音
を
立
て	

長
崎
県　

髙　

永　

久　

子

太
宰
忌
や
白
き
卓
布
に
糊
効
か
す	

長
崎
県　

並　

川　

友　

子

飛
魚
飛
ん
で
隠
れ
耶
蘇
島
過
り
け
り	

京
都
府　

山　

内　

利　

男

田
打
人
峡
の
夕
陽
を
背
負
ひ
つ
つ	

大
阪
府　

竹　

中　

則　

子

星
涼
し
書
き
終
へ
し
文
た
た
む
と
き	

東
京
都　

伊　

藤　

順　

子

盆
踊
昭
和
の
闇
を
連
れ
廻
す	

京
都
府　

山　

内　

利　

男

ど
く
だ
み
や
性
別
欄
に
あ
る
「
そ
の
他
」	

大
分
県　

松　

本　

み
ゆ
き

笑
は
な
い
男
の
や
う
な
山
笑
ふ	

愛
知
県　

志　

村　

紀　

昭
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星
野 
高
士　

選

《
特
選
》待

ち
人
の
来
て
青
芝
に
起
き
上
が
る	

福
岡
県　

白　

石　

照　

子

【
選
評
】　

何
で
も
な
い
情
景
で
あ
る
が
、季
題
に
勢
い
が
あ
っ
た
。
時
間
を
詠
む
の
も
俳
句
。
喜
び
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

知
恵
の
輪
に
遊
ば
れ
て
い
る
夜
長
か
な	

山
形
県　

星　
　
　

幸　

陽

【
選
評
】　

知
恵
の
輪
ほ
ど
難
し
い
玩
具
は
な
い
。
い
く
ら
夜
長
で
も
時
間
は
足
り
な
い
。
そ
こ
に
詩
情
が
生
ま
れ
た
。

春
風
の
中
に
素
顔
を
さ
ら
し
け
り	

東
京
都　

山　

本　

一　

葉

【
選
評
】　

春
風
と
素
顔
は
取
り
合
わ
せ
だ
が
、
ど
こ
か
に
作
者
自
身
が
居
た
。
等
身
大
を
句
に
し
た
の
も
手
柄
。
春

風
で
な
け
れ
ば
通
用
し
な
い
。
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《
入
選
》

軍
港
の
海
は
小
さ
し
春
の
雪	

福
岡
県　

川　

崎　

智　

美

白
南
風
に
ジ
ャ
ズ
の
流
る
る
佐
世
保
か
な	

長
崎
県　

光　

武　

正　

義

一
掬
の
霊
水
甘
し
油
照	

京
都
府　

植　

松　

秀　

子

炎
天
下
潜
水
艦
の
甲
羅
干
し	

福
岡
県　

塩　

川　

竜　

象

晴
天
を
海
に
落
と
せ
る
炎
暑
か
な	

長
崎
県　

徳　
　
　
　
　

一

九
十
九
島
海
山
翔
け
て
夕
立
来
る	

長
崎
県　

美
野
田　

利　

江

角
打
ち
は
昔
の
ま
ま
や
夕
涼
し	

山
口
県　

吉　

本　

み
ね
子

蜩
の
声
の
彼
方
の
昭
和
か
な	

秋
田
県　

鈴　

木　
　
　

仁

鯉
の
背
に
紫
金
一
条
夏
の
朝	

兵
庫
県　

香　

椎　

み
つ
ゑ

白
波
の
湖
に
猛
る
や
初
嵐	

千
葉
県　

安　

田　

蝸　

牛

花
合
歓
や
た
ま
に
は
手
で
も
繋
ご
う
か	

大
阪
府　

高　

木　

音　

弥

秋
日
傘
畳
み
て
抜
く
る
ア
ー
ケ
ー
ド	

東
京
都　

遠　

藤　

玲　

奈
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安
田 
豆
作　

選

《
特
選
》鐘

の
音
の
鐘
を
離
る
る
長
崎
忌	

大
分
県　

押　

谷　
　
　

隆

【
選
評
】　

平
和
へ
の
祈
り
が
、
鐘
を
打
つ
た
び
に
全
世
界
へ
と
広
が
っ
て
ゆ
く
。

祖
は
踏
絵
せ
し
か
転
び
で
あ
り
し
か
と	

長
崎
県　

前　

田　

詠　

子

【
選
評
】　

自
分
が
今
こ
こ
に
有
る
事
の
意
味
。「
踏
絵
」
と
い
う
季
題
が
身
中
を
貫
く
。

雪
薫
る
空
の
か
な
た
に
父
想
ふ	

長
崎
県　

寒　
　
　
　
　

桜

【
選
評
】　

南
国
の
雪
は
積
っ
て
も
直
ぐ
解
け
て
薫
り
立
つ
の
だ
ろ
う
。
根
雪
に
埋
ま
る
北
国
の
住
人
か
ら
は
「
薫
る
」

と
い
う
言
葉
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と
思
う
。
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《
入
選
》

新
任
の
神
父
来
て
を
り
農
具
市	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

春
の
海
母
国
へ
と
向
く
殉
教
碑	

長
崎
県　

澪　
　
　
　
　

子

新
酒
ま
づ
水
押
に
供
へ
出
漁
す	

長
崎
県　

髙　

永　

久　

子

枇
杷
の
汁
滴
り
落
ち
る
五
島
灘	

長
崎
県　

横　

山　

哲　

夫

白
百
合
や
永
井
隆
の
墓
に
雨	

長
崎
県　

松　

本　

洋　

子

春
の
星
し
づ
か
に
針
尾
無
線
塔	

福
岡
県　

川　

崎　

智　

美

雲
雀
野
や
海
に
向
き
た
る
献
花
台	

岩
手
県　

澤　

口　

航　

悠

い
く
さ
ぶ
ね
犇
め
く
基
地
や
鯔
の
跳
ぶ	

長
崎
県　

山　

口　

黒
邑
子

梅
仕
事
お
え
雨
の
間
に
芋
を
挿
す	

長
崎
県　

静　
　
　
　
　

湖

岬
端
の
一
直
線
の
植
田
か
な	

長
崎
県　

森　
　
　

千
鶴
子

謄
本
に
見
知
ら
ぬ
縁
者
長
崎
忌	

石
川
県　

安　

東　

将　

子

山
紫
陽
花
浮
力
を
持
ち
て
咲
き
に
け
り	

長
崎
県　

黒　

石　

慶　

子
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山
田 
佳
乃　

選

《
特
選
》日

時
計
の
影
を
動
か
す
秋
の
声	

長
崎
県　

赤　

城　

正　

信

【
選
評
】　

日
差
が
移
り
日
時
計
の
影
が
動
く
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
様
が
見
え
る
。
秋
の
声
は
秋
の
気
配
で
あ
り
、

万
象
を
司
る
何
者
か
の
声
と
も
感
じ
ら
れ
る
。
掲
句
は
見
え
ざ
る
も
の
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
。

板
敷
き
に
落
ち
し
鶏
卵
原
爆
忌	

神
奈
川
県　

持　

田　

敏　

朗

【
選
評
】　

板
敷
の
床
に
鶏
卵
が
落
ち
る
と
ぐ
し
ゃ
り
と
潰
れ
て
し
ま
う
。
原
爆
忌
と
い
う
季
題
に
よ
り
そ
の
様
子
が

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
惨
禍
を
思
わ
せ
る
。
原
爆
忌
を
ど
う
詠
む
の
か
は
難
し
い
が
、
様
々
な
思
い
を
感

じ
さ
せ
る
句
に
な
っ
て
い
る
。

星
ほ
ど
に
遠
き
山
家
の
冬
灯	

長
崎
県　

赤　

城　

正　

信

【
選
評
】　

長
崎
は
海
山
が
近
く
傾
斜
が
厳
し
い
。
見
上
げ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
山
家
の
灯
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
星
の
一
つ
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
冬
灯
と
い
う
季
題
で
澄
ん
だ
空
気
や
空
ま
で
も
感
じ
ら
れ
る
。
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《
入
選
》

新
酒
ま
づ
水
押
に
供
へ
出
漁
す	

長
崎
県　

髙　

永　

久　

子

流
し
雛
こ
の
世
の
ど
こ
も
見
て
を
ら
ず	

山
口
県　

吉　

浦　

百
合
子

お
ぼ
ろ
夜
の
思
ひ
出
話
し
食
ひ
違
ふ	

長
崎
県　

後　

藤　

志
津
子

親
の
後
幼
の
続
く
踏
絵
か
な	

長
崎
県　

赤　

城　

正　

信

片
寄
せ
て
風
の
集
ま
る
余
苗	

長
崎
県　

澤　

本　

喜
代
子

食
み
跡
の
石
を
か
す
め
て
鮎
は
し
る	

岐
阜
県　

塚　

本　

富
士
子

母
の
手
の
児
に
触
れ
て
ゐ
る
昼
寝
か
な	

長
崎
県　

松　

田　

勝　

子

原
っ
ぱ
は
む
か
し
戦
場
草
の
花	

山
口
県　

吉　

浦　

百
合
子

鷹
渡
る
島
に
秘
蔵
の
懺
悔
録	

長
崎
県　

牛　

飼　

瑞　

栄

病
床
の
母
し
か
知
ら
ず
遠
花
火	

長
崎
県　

並　

川　

友　

子

夜
濯
ぎ
や
低
き
汽
笛
の
三
度
ほ
ど	

大
分
県　

羽　

野　

泰　

子

風
花
や
窓
辺
に
開
く
福
音
書	

大
阪
府　

高　

木　

音　

弥
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第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭
ながさきピース文化祭2025
させぼ「俳句の祭典」

～海と山、そして異国文化が入り混じる環境の中で、　
佐世保の歴史と文化に触れながら俳句を嗜む～

都道府県 応募句数 応募者数
北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県 2 1
埼 玉 県 4 2
千 葉 県
東 京 都
神 奈 川 県
新 潟 県
富 山 県 239 123
石 川 県
福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県 252 126
三 重 県 2 1

都道府県 応募句数 応募者数
滋 賀 県 2 1
京 都 府
大 阪 府 16 8
兵 庫 県 232 116
奈 良 県
和 歌 山 県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県
山 口 県 42 30
徳 島 県 4 2
香 川 県
愛 媛 県 2 1
高 知 県 116 58
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県 2,294 1,405
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿 児 島 県
沖 縄 県

小・中・高校生の部

応募句数合計 3,207
応募者数合計 1,874
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第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭
ながさきピース文化祭2025
させぼ「俳句の祭典」

～海と山、そして異国文化が入り混じる環境の中で、　
佐世保の歴史と文化に触れながら俳句を嗜む～

都道府県 応募句数 応募者数
北 海 道 12 3
青 森 県 2 1
岩 手 県 6 3
宮 城 県 2 1
秋 田 県 2 1
山 形 県 10 1
福 島 県
茨 城 県 4 2
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県 10 5
千 葉 県 28 4
東 京 都 48 12
神 奈 川 県 22 7
新 潟 県 2 1
富 山 県
石 川 県 4 2
福 井 県
山 梨 県
長 野 県 2 1
岐 阜 県 4 1
静 岡 県 2 1
愛 知 県 26 10
三 重 県 32 5

都道府県 応募句数 応募者数
滋 賀 県 16 2
京 都 府 32 8
大 阪 府 34 10
兵 庫 県 12 5
奈 良 県 2 1
和 歌 山 県 4 2
鳥 取 県 4 1
島 根 県
岡 山 県 8 3
広 島 県 10 1
山 口 県 32 11
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県 70 13
佐 賀 県 6 2
長 崎 県 672 139
熊 本 県 10 1
大 分 県 38 14
宮 崎 県 10 1
鹿 児 島 県 16 4
沖 縄 県

一般の部

応募句数合計 1,194
応募者数合計 279
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史
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句
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